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	スライド 1:                今年、子ども基本法が施行され、「子どもをまんなかに考える」社会を作るための大きな一歩を踏み出しました。 しかし、子どもたちが生きている社会は変わっているのでしょうか？  チャイルドラインで聞こえてくる子どもたちの声は不安な気持ちです。誰かに聞いてほしい、心の居場所を探しているように感じます。    子どもまんなか社会を実現するには、大人が子どもに向きあうことが欠かせません。 子どもの声を“聴く”ということを、改めて考えてみませんか。

